












































































































































な文章を書いたことには理由がある。昨夜， 11月14日， NHK総合テレビで， 午後10時20分
から「男泣きする男たち」という標題の放映があった。そこでは，明i台・大正時代にはよく泣い
た日本の男たちが，十五年戦争が始まった頃から泣かなくなった。戦後は，高度経済成長期から
特に男は泣かなくなった。泣かない冷静な仕事人間が多くなったことを批判的に報道し， もっと
男は泣いていいのだ，と男泣きをすすめる番組構成であった。
それに励まされて私はここにこのようなたわ言を書きつらねたのだが，これはどう見ても，い
めめ
わゆる＂女々しい"泣き方だ。もっと爽やかな男らしい＂男泣き"の例が，テレビ番組の中には
出ていた。引退のさいの長島茂雄，オリンピック大会で優勝した柔道の斎藤選手など…•••だが，
それと同じ感動の場面を私は身近かでも体験したので特筆しておきたい。
一つは，今年春のMC教育研究科ソフトボール大会で，わが社会科教育コースチームが苦戦の
末優勝したとき，選手諸君が梶先生や私のために嬉し泣きの涙を流してくれたことだ。
もう一つは， 4年前に私が学位を得たとき，学位記を持ってお礼のこ挨拶に参上したところ，
k先生が目に涙を浮べて喜んでくださったことだ。
この涙こそ，男泣きのすがすがしい涙といえよう。私はそれを一生忘れることがないであろう。
筑波の地には男泣きする男がたくさん居たのだ。そうした人たちと共に過すことができたことを
心から感謝している。皆さんどうもありがとうございました。
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